
2月19日（金）の夕方でした。１・２年生が、生活科の学習の一環として飼育していたモルモットのチョコちゃ

んが息を引き取ったのです。このころ、餌を食べる量がやや少なくなっていたので、担任が健康診断も兼ねて、
2月19日（金）の夕方、動物病院で診てもらいました。病院で、レントゲンで診察していただいたところ、心臓病
の可能性があることが分かりました。心電図を付けて様子を見ていたところ、徐々に波形が小さくなっていき、
ついには息を引き取ったとのことでした。

チョコちゃんは、平成29年度、今の５年生が２年生の頃に中通小学校にやって来ました。8月に生まれたモル
モットの赤ちゃんを、10月から飼育することになりました。当時の１・２年生が「チョコちゃん」と名付け、以来、低
学年に引き継がれてきました。生まれてから3年と半年が経っており、人間の年齢で考えるとおよそ40歳くらい
にあたります。老いが原因ではなさそうで、ひょっとしたら、1～2月の急激な冷え込みなどが影響して、体調を
崩していたのかもしれません。最期を看取った担任の話では、最期まで、一生懸命に生きようとする姿が見られ
たとのことでした。

2月22日（月）朝、臨時全校朝会を行いました。そこでは、チョコちゃんが頑張ったこと、頑張ったけれど力尽
きてしまったことを伝えました。そのうえで、失われた命は二度と生き返ることはないことを伝えました。ぬいぐる
みやゲームのように「また買ってもらえばよい」「リセットすればよい」などということはないことを話しました。だ
からこそ、「命は大切にしなければならない」し、「自分の命だけでなく人の命も大切にしなければならない」こ
とを話しました。
教室に戻った子どもたちは、チョコちゃんへの思いを手紙に書きました。これまでの感謝の気持ちや、お別れ
をする悲しい気持ちなど、さまざまでした。中には、涙する子どももおりました。一人ひとりが、自分事として考え、
手紙に向かいました。
10時、全校児童が駐車場前に集まりました。チョコちゃんとのお別れです。動物供養専門の業者の火葬車
に乗ったチョコちゃんの亡骸に、一人ずつ自分が書いた手紙と一輪の花を添えました。
全児童がお参りを済ませた後、業者の方からお念仏を唱えていただき、その場で着火となりました。
２時間後、遺灰となったチョコちゃんの骨を、１・２年生が小さな骨壺に収めました。

中通小学校の子どもたちは、チョコちゃんからたくさんのことを学びました。小動物特有のかわいらしさから
はたくさんの癒しを感じ取ることができました。一方で、飼育することのたいへんさ、責任の重さを感じていまし
た。そして、命あるもの、いつかは息絶えるということを実体験で学びました。
チョコちゃんから学んだことを、いつまでも心の中で生かし続けてほしいと願っています。

平成29年の10月から令和3年の2月にかけて、休日や長期休業中など、たくさんのご家庭でチョコちゃんの
お世話をしていただきました。これまでのご協力に心より感謝申し上げます。
最後に、この場をお借りして、チョコちゃんの冥福をお祈りします。チョコちゃん、ありがとう、さようなら。
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３月の予定

※今後の新型コロ
ナウイルス感染予
防対策により、予定
が変更になることも
ございます。ご承知
おき願います。

２日（火） 校内版画展（～12日）
六年生を送る会

３日（水） 委員会
４日（木） 全校朝会
５日（金） 学習参観

PTA総会・学級懇談会
学年会計監査（6年以外）

８日（月） 年度末清掃強調日
10日（水） 年度末清掃強調日
12日（金） 図書最終返却日

年度末清掃強調日
地区子ども会

15日（月） 新班長のもとで登校開始
17日（水） 移動図書館（返却のみ）

委員会（３年生参加）
18日（木） 卒業式予行
23日（火） 後期終業式・給食最終日

卒業式前日準備
24日（水） 卒業式
25日（木） 春休み（～４/６）
26日（金） 離任式

文部科学省は「ＧＩＧＡスクール構想」として、児童生徒に一人一台のコンピュータ環境を整備することを推
進しています。柏崎市では、市内の小学３年生以上と全中学生にタブレット（iPad）を一人一台ずつ配備する
こととし、３年生以上の配備が完了しました。
一人一台タブレットを配備することで、教師は授業中でも一人ひとりの反応を把握できるので、子どもたち
に、よりきめ細かな指導ができるようになります。子どもにとっては、自分に合った課題を選択して学習を進め
ることができます。また、それらの学習の足跡を自動的に記録することもできるので、教育的ニーズや理解度
に応じた個別学習や個に応じた指導を受けることができるようになります。
今年度は、家庭には持ち帰らずに、学校内で活用し、利用方法を習得していきます。来年度以降は、家庭
に持ち帰り、活用することも視野に入れながら、より効果的な活用について検討していきます。家庭で活用す
る際に、ｗｉ－ｆｉ環境が必要になりますので、柏崎市では、モバイルルーターの無料貸し出しも検討しています。
各ご家庭には、「柏崎市立小・中学校『学習用ｉＰａｄ活用のルール（学校・家庭学習編）』」をお配りしまし
た。お読みいただいたうえで、趣旨をご理解いただき、ルールに則った活用について、ご協力をお願いいたし
ます。

ＧＩＧＡスクール構想一人一台端末導入
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【５・６年生が授業でiPadを活用してる様子】


